
リハビリ・リレー通信事業について 
～ネットワーク形成の取り組み～ 
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仙台保福管内の状況 
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• 圏域：仙台市に隣
接する13市町村 

• リハサービスが他圏
域に比べて多い 

仙台市 

塩釜地区 

岩沼地区 

黒川地区 

（平成２４年３月の状況） 



仙台保福管内は施設が多い 
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• リハビリ提供内容等
の把握困難 

• 施設間のネットワー
クが不十分 

仙台市 

岩沼地区 

塩釜地区 

黒川地区 

「リハビリ提供施設の特徴がわからない」 
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ネットワー
ク形成 

情報把握 

本事業のねらい 
地域のリハビリ体制の強化 

リハビリ提供施設 
（リハビリ専門職） 

関係職種、県民へ
の情報提供 



目 的 

リハビリ・リレー通信の作成
を通し、情報把握、施設間の
ネットワーク形成、情報提供
を図る。 
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対象施設 

当所でリハビリ専門職の
在籍を確認している施設 
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８３施設 
（平成２４年３月３１日現在） 



方 法 
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3地区で実施 

（塩釜・岩沼・黒川） 
掲載内容は、 

施設自身で作成 

毎月地区毎に 
1施設の情報誌を作成 

バトンリレーで 
繋いでいます！ 



ネットワーク形成を促進する 
バトンリレー方式の仕組み 
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1号 

２号への 
質問 

１の質問 
↓ 

２の回答 

３号へ
の 
質問 

2 

２の質問 
↓ 

３の回答 

４号へ
の質問 

３ 選定 承諾 選定 承諾 選定 

質問する 回答する 質問する 回答する 質問する 

バトンが繋がる バトンが繋がる 

施設が作成した原稿を当所が情報提供 

バトンが繋がる バトンが繋がる 
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A 

B 

C 

内 容 
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写真（タイトル付記） 

今回の紹介施設 

施設の特徴 

A 
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特記事項やお知らせ 

リハビリに関する連絡先 

B 
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前号の質問にお答えします 
     質問⇒回答      

コラム～日々の業務のなかで感じたこと～ 

バトンでつなごう 
一問一答紹介リレー 

質問コーナー 
次号への質問 

C 



情報提供方法 

◇ホームページ 
◇電子メール 
◇介護保険の事業者集団指導 
◇研修会など 
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本事業の進捗状況 
H24 

対象(a) 

H27.1 
リハ 

不在(b) 

H27.1 
新たに 
把握(c) 

H27.1 
対象 

(d=a-b+c) 

H27.1 
作成(e) 

塩釜地区 ３６ ４ ３ ３５ ２５ 

岩沼地区 ３３ ４ ３ ３２ ２１ 

黒川地区 １４ １ ７ ２０ ２０ 

合計 ８３ ９ １３ ８７ ６６ 

全体の進捗率７５％     

（単位：施設数） 



現在まで作成した６６施設の内訳 
リハビリ提供施設 数 

病院 14 
介護老人保健施設 16 
診療所 2 
訪問看護ステーション 9 
特別養護老人ホーム 7 
デイケア 2 
デイサービス 8 
障害児・者施設 6 
行政 2 

合計 66 

様々なリハビリ
提供施設が 

ある！ 



成 果 
   

 ◇66施設の特徴・提供内容を把握し、 
   関係職種や県民へ情報提供ができた。 
 ◇新たに１３施設を把握できた。 
 ＜施設から＞   
 「連携のきっかけになった」  「コラムが参考になった」 
 「質問に対する回答が業務に活用できた。」 
 ＜関係職種から＞ 
 「施設の特徴がよくわかった」 
 「住民の転出の際に情報誌を活用した」 
    ⇒施設や関係職種の業務に役立てられている 
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ホームページ閲覧数 

17 

  年計 

平成26年度（H26/4～H27/1） 5,102 

平成25年度（H25/4～H26/3） 4,553 

平成24年度（H24/11～H25/3） 1,304 

単位：件 
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ネットワー
ク形成 

情報把握 

本事業の達成度と今後の目指すところ 
地域のリハビリ体制の強化 

ここまでは， 
達成!! 

今後は、連携に 
向けて事業展開！ 

連携 

黒川地区は， 
バトンリレー終了!! 



ネットワークの形成（顔の見える関係へ） 
～情報交換会及び研修会～ 

 
リハビリ提供施設 
リハビリ専門職員 

 
 
 

 
顔の見える関係作りの

きっかけの場 
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本事業で得られた成果を有効活用するために 
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連携 

ネットワーク形
成 

情報整理 
情報把握 

地域のリハビリ体制の強化 

検索システム マッピング 



21 （出典：厚生労働省HP 一部改変） 

リハビリテーション専門職等は，通所，訪問，地域ケア会議，サービス担当者会議，
住民運営の集いの場等の介護予防の取組を地域包括支援センターと連携しなが
ら総合的に支援する。 

具体的な連携の目的 



多職種
連携 

医師 

歯科医
師 

ケアマ
ネ 

社会福
祉士 

保健師 

主任ケ
アマネ 

リハ専
門職 

介護職 

連携の対象 

顔の見える 

ネットワーク 

病院 

老健 

デイケア 
デイ

サービ
ス 

訪問リ
ハ 

リハビリ・リレー通信事業
で得られた成果 

地域包括支援センター ＊地域包括支援センターは、主任ケアマネー
ジャー、保健師、社会福祉士が中心となり、
総合的に高齢者をささえる機関です。 
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